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（50 分）

１ 次の問いに答えなさい。

(1) 次の にあてはまる数を求めなさい。

(2) 図において三角形ＡＢＣは正三角形です。

○あ の角の大きさを求めなさい。

(3) 1 からＡまでのすべての整数を 1 回ずつかけ合わせた数を《Ａ》と表します。

例えば，《3》＝ 1 × 2 × 3 ＝ 6 です。

次の□Ｂ ，□Ｃ には，あてはまる整数はいろいろ考えられますが，□Ｂ にあてはまる

整数のうち，最も小さいものを答えなさい。

《2》×《3》×《4》×･･･×《10》×□Ｂ －□Ｃ ×□Ｃ ×□Ｃ

(4) はじめ，容器Ａ，Ｂに入っている水の量の比は 9： 7 でした。容器Ａ，Ｂに水を

それぞれ 16 リットル，12 リットル加えると，容器Ａ，Ｂの水の量の比は 17：13
になりました。はじめ，容器Ａに入っている水の量は何リットルでしたか。

(5) 同じ長さの 7 本の矢印を横一列に並べます。

例１のように，となり合うどの 2 本の矢印の組も向き合っていないような 7 本の矢

印の並べ方は□ア 通りあります。

例２のように，となり合う 2 本の矢印の組のうち，1 組だけが向き合っているよう

な 7 本の矢印の並べ方は□イ 通りあります。□ア ，□イ にあてはまる数を求めなさい。
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２ 図のように，正三角形ＡＣＥと正三角形ＢＤＦがあります。3 つの頂点Ｂ，Ｄ，Ｅ

は，それぞれ辺ＡＣ，辺ＣＥ，辺ＥＡの真ん中の点です。点Ｐと点Ｑは，それぞれ頂

点Ａ，Ｆを同時に出発します。

点ＰはＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ｆ→Ａの順に，点ＱはＦ→Ｂ→Ｄ→Ｆの順に動き続けま

す。

次の(1)，(2)の□ア ～□カ にあてはまる数やアルファベットを求めなさい。

(1) 点Ｐと点Ｑの速さはともに秒速 12cm とします。このとき，点Ｐと点Ｑが初めて

出会う場所は頂点□ア で，それは出発してから□イ 秒後です。初めて出会った後，□ウ

秒ごとに頂点□ア で出会います。

(2) 点Ｐの速さは秒速 3cm，点Ｑの速さは秒速 4cm とします。このとき，点Ｐと点Ｑ

が初めて出会う場所は頂点□エ で，それは出発してから□オ 秒後です。初めて出会っ

た後，□カ 秒ごとに頂点□エ で出会います。

３ 次の問いに答えなさい。

(1) 図のように直線ＡＢを直径とする半円があります。 部分の面積を求めなさ

い。 (求め方)
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(2) 図のように直線ＡＢを直径とする半円があります。 部分の面積を求めなさ

い。(求め方)

４ 1 番目の数を 10 とします。

2 番目の数は，1 番目の数を 倍して，10 を加えた数とします。

3 番目の数は，2 番目の数を 倍して，10 を加えた数とします。

このようにして，次々と数を作ります。次の問いに答えなさい。

(1) 4 番目の数を求めなさい。

(2) これらの数と 30 との差を次のように考えました。次の□ア ～□エ にあてはまる数

を求めなさい。

1 番目の数と 30 との差は 30 － 10 ＝(30 － 10)×□ア と表せます。

2 番目の数と 30 との差は (30 － 10)×□イ と表せます。

3 番目の数と 30 との差は (30 － 10)×□ウ と表せます。

このように考えると，6 番目の数と 30 との差は□エ です。

(3) 初めて 29 より大きくなるのは何番目の数ですか。

(求め方)
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５ Ａさん，Ｂさん，Ｃさん，Ｘさんの所持金はそれぞれ 1600 円，3000 円，4000 円，

x 円です。ＡさんとＸさんの所持金の差はａ円，ＢさんとＸさんの所持金の差はｂ円，

ＣさんとＸさんの所持金の差はｃ円です。ａ，ｂ，ｃはすべて異なる数です。

次の問いに答えなさい。(1)，(2)は下のわくの中から選んで答えなさい。

①ａ＜ｂ＜ｃ ②ａ＜ｃ＜ｂ ③ｂ＜ａ＜ｃ

④ｂ＜ｃ＜ａ ⑤ｃ＜ａ＜ｂ ⑥ｃ＜ｂ＜ａ

(注意)例えば①は，ｂがａよりも大きく，ｃよりも小さいことを表しています。

(1) ａ，ｂ，ｃの大小関係についてありえないものを，上のわくの中の①～⑥からす

べて選び，その番号を答えなさい。

(2) ｂとｃの和がａの 2 倍に等しいとき，ａ，ｂ，ｃの大小関係として考えられるも

のを，上のわくの中の①～⑥からすべて選び，その番号を答えなさい。

(3) ｂとｃの和がａの 2 倍に等しいとき，Ｘさんの所持金 x 円はいくらですか。

(求め方)
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５

(1) 1600 円と 3000 円真ん中は

(1600 ＋ 3000)÷ 2 ＝ 2300 円，

3000 円と 4000 円の真ん中は 3500 円

なので，

x 円が 1600 円未満のとき・・ａ＜ｂ＜ｃ。 ・・(ｱ)

x 円が 1600 円以上 2300 未満のとき・・ａ＜ｂ＜ｃ。・・(ｲ)

x 円が 2300 円以上 3000 円未満のとき・・ｂ＜ａ＜ｃまたはｂ＜ｃ＜ａ。・・(ｳ)

x 円が 3000 円以上 3500 円未満のとき・・ｂ＜ｃ＜ａ。・・(ｴ)

x 円が 3500 円以上 4000 円未満のとき・・ｃ＜ｂ＜ａ。・・(ｵ)

x 円が 4000 円以上のとき・・ｃ＜ｂ＜ａ。 ・・(ｶ)

以上の結果から，あり得るのは

ａ＜ｂ＜ｃ，ｂ＜ａ＜ｃ，ｂ＜ｃ＜ａ，ｃ＜ｂ＜ａなので，

①，③，④，⑥。

よって，あり得ないのは②，⑤ です。

(2) x 円が 4000 円以上のとき・・

ｂ＋ｃ＝(x － 4000 円)＋(x － 3000 円)＝ x × 2 － 7000 円となるが，

これは，ａ＝ x － 1600 円の 2 倍の x × 2 － 1600 円× 2 ＝ x × 2 － 3200 円

に等しくならないので不適当。，

x 円が 3000 円以上 4000 円未満のとき・・

ｂ＋ｃ＝(4000 円－ x)＋(x － 3000)＝ 1000 円となり，これが

x × 2 － 3200 円に等しいので，x × 2 ＝ 3200 円＋ 1000 円＝ 4200 円。

よって，x ＝ 4200 円÷ 2 ＝ 2100 円となり，不適当。

x 円が 3000 円未満のとき・・

ｂ＋ｃ＝(4000 円－ x)＋(3000 円－ x)＝ 7000 円－ x × 2 となる。

ここで，x 円が 1600 円以上のとき・・

7000 円－ x × 2 ＝(x － 1600 円)× 2 より，

7000 円－ x × 2 ＝ x × 2 － 3200 円，

7000 円＋ 3200 円－ x × 2 ＝ x × 2，

10200 円＝ x × 2 ＋ x × 2，10200 円＝ 4 × x より，

x ＝ 10200 ÷ 4 ＝ 2550 円。 よって，

(ｳ)において，ａ＝ 2550 － 1600 ＝ 950 円，ｃ＝ 4000 － 2550 ＝ 1450 円と

なるので， ｂ＜ａ＜ｃ となる。

また，x が 1600 円未満のとき・・

7000 円－ x × 2 ＝(1600 円－ x)× 2 より，

7000 円－ x × 2 ＝ 3200 円－ x × 2 となるが，これは成り立たない。

以上の結果から考えられるａ，ｂ，ｃの大小関係は

ｂ＜ａ＜ｃなので，③ です。

(3) (2)の結果から，x ＝ 2550 円。つまり，Ｘさんの所持金は 2550 円 です。

1600円 3000円 4000円

2300円 3500円

(1400円) (1000円)

(700円)

(700円)(500円)

(500円)


